
可児工業高校の
マイコンカーラリーへの取り組み方



場 所

岐阜県

可児市

可児工業団地

花フェスタ記念公園



本校概要

 校訓 責任・信頼・協力

 学科 機械科（８０名） 電気システム科（４０名）

応用技術科（４０名） 建設工学科（４０名）

 主な進路先

ＫＹＢ 川崎重工業 中部電力 ヤマザキマザック 日本ガイシ 大同特殊鋼

東海ゴム工業 日立情映テック 岐阜車体工業 可児工業団地内各企業

筑波大学 金沢大学 富山大学 名城大学 愛知工業大学 中部大学

中京大学 東海工業専門学校 中日本航空専門学校



電気システム部（ＭＣＲ）の活動

活動時間 月～金 ７：００～８：３０ １６：００～１９：００

土 ８：００～１９：００頃



部室の様子

平成２１年度

三年生 ５名

二年生 ２名

一年生 ２名

中学生ロボコン
経験者６名



生徒による部品管理
（在庫管理）

在庫表に常にまとめて部室に掲示

発注や部品に関する質問は各自でメーカーに聞く



活 動 ①

各大会 速度グラフ

大会後に必ず確認！

部員出欠表 各自予定記入



活 動 ②

使用部品の価格表
活動ノート
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その他・・

基板の設計・製作

車体・タイヤの設計・製作

コース・坂の製作

大会への取組み方と成績

制御方法・走行会

目 次

Ｅｎｄ



マイコンカーのコンセプト

 軽量・低重心

 部品交換が容易

 壊れにくい

 制御が簡単

２００９ 最速マシンを超えること！

東海地区予選3.96（ｍ/ｓ） 全国大会予選最速3.82（ｍ/ｓ）



センサ基板

駆動用モータ

先読みセンサ

ステアリングモータ
ポジションセンサ

エンコーダ

坂スイッチ

マイコンカーの構成



電池

マイコンボード

モータードライブ基板

ディップ基板

ゲートセンサ

ブザーポテンショメータ

LED
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モータードライブ基板の設計・製作

1. 基板の集積化

2. 高速化

3. 修理・製作が簡単



モータドライブ部の回路構成

ＣＰＬＤ

ＦＥＴドライバ

Ｈブリッジ

正転・逆転信号

Ｈ８

モータードライブ基板

ＰＷＭ信号



ＣＰＬＤ実習（３年）



実習頄目 簡単なロジック回路をつくる



基板設計方法
1. H８ポートの確認

2. 各センサの回路図確認

3. CPLD結線

4. VHD・UCFプログラミング

5. CADLUSサーキット配線図作成

6. CADLUSXで基板設計



Ｈ８ポートの確認



H8、CPLDに配線するセンサ回路の確認



CPLD配線設計

Xiｌinx XC95108のポート表を完成させる。

各ポートの結線図の確認



VHDLプログラミング

CPLDの各ポートをつないでロジックを組む



CADLUSサーキットで配線



CADLUSXで基板設計

４層基板化！



ﾐｰﾃｨﾝｸﾞ

VHD.UCF



大きい部分
を縮小化と
軽量化

回路を縮小化

モータードライブの
チップ部品化

縮小化

4層基板で電源、グランド
が内層になり回路を縮小

化

チップ部品化で
縮小と軽量化



外形が大きい 抵抗のチッ
プ部品化

縮小し軽量化
チップ部品に
なり軽量化



基板の試作・動作テスト



完成基板

•アナログセンサ２個

•デジタルセンサ５個

•先よみセンサ用端子

•Hブリッジ５個

•エンコーダ用コネクタ

•坂道センサ用コネクタ

•ＥＥＰＲＯＭ２個

•ＰＳＷ２個

•エンコーダ付きマクソン用端子
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車体の設計・製作

1.低重心

2.剛性確保

3.軽量化

4.汎用性

5.整備性



図面上で部品同士がぶつかっていないか100分の数ミリ単位で確認話し合いを繰り返し、何度も図面を作り直しました

ミーティング



重心が高い

タイヤ全ての
直径の変更

シャーシの
軽量化

重心が下がった

軽量化を施した

タイヤの径が
細くなった



基板加工機



ＣＡＤで描いた図面を
加工用のデータに描

き換えます

データ変換中 データ変換後

一部繋げておく



このように残ります



部品の切り取り

手作業で丁寧に仕上げる



途中で機械の刃が折れてし
まったこともありました

うまく削れずパーツに傷がついてしまい使えなくなりました



タイヤの製作

1. 軽量化

2. ホイール精度

3. スポンジ

4. 接地面積

5. シリコンシー
トの耐久性



ホイールの製作

1. 切削

2. 穴あけ

3. 組み付け

4. ギヤの加工

5. ベアリングの
組み付け

手 項



機械科で加工



機械科で加工





応用化学科で計測



１個１個記録する。



ホイールの原型



専用のジグを使って加工し軽量化



穴を少しずつ大きくして肉抜きを行う



慎重に加工

専用のジグ



加工後
加工用ジグ



加工したギアとホイールを固定していきます。

ベアリングをはめる

ネジで固定



スポンジの中にピッタリはま
る大きさのパイプを入れ加工

テープの端に沿って切っていきます



タイヤとスポンジの間に両面テープ
を入れて固定する



重量のバランスが取れたタイヤ４個を必ず選択する



シャーシの仮組



ステアリング用ギヤの調整

シャーシの一部が
前後へ移動可能

マクソンモータの
前後移動可能



センサ

モータ
ドライブ

タイヤ

エンコーダ

最後に今まで加工して製作した
部品を組みつけて行きます



組み終わった後、配線をします。その後、全ての機能が正常に動作し
ているかを１つ１つ慎重に確認していきます

動作チェック



細心の注意が必要！

最終確認



１つの工程でも手をぬけば、完成した後に良い物は絶対にできません！



マイコンカーのコンセプト・構成

その他・・

基板の設計・製作

車体・タイヤの設計・製作

コース・坂の製作

大会への取組み方と成績

制御方法・走行会

目 次

Ｅｎｄ



制御方法

1. 加速・減速の向上

2. コーナーリング速度の向上

3. クランク・車線変更・坂道のロス軽減

4. 最高速度を上げる

5. 信頼性の向上

6. 再現性の向上



スピードが低くなるま
でブレーキ！！

先読みセンサ
が消える

１００

１００１００

１００

－６０

－６０－６０

－６０

９０

６０

９０

センサからコースを読
み取って曲がる方向に
サーボとモータを制御６５

角度が真っ直ぐに
なったら通常制御へ

１００ １００

１００１００



ポジションセンサが反応

～ポジションセンサ～

90

60

90

60

60
30

ポジション

センサが反応



コース貼ってある白のラ
インにセンサが反応

ブレーキ！！
１００

１００ １００

１００

－６０ －６０

－６０ －６０

どちらのクランクか判断

３０

３０

３０

速度を落として安定させる
３０

センサの端が反応した
ら曲げ終わり

判断した方向に
強く切る

１００
－１０

－１０

１００

曲げ終わったら、その後
カーブと同じ制御で真っ直

ぐにする

１００１００

１００１００



１００ １００

１００ １００白線を読んで、どちら
に曲がるかを判断

ブレーキ！！

－３０

－３０

－３０

－３０

先読みセンサでラインが
消えたと判断して曲げる

－３０

－３０ －３０

－３０

一定のスピードまで減速

６０ ２０

８０
５０

フロントを曲げ、
各モータを制御

センサの端がライン
に触れると次へ

５０
８０

２０
６０

スピードがあるので
強く反対に切る９０

８０

１０

３０センサの内側が反
応して曲げ終わり

１００ １００

１００１００

最後はカーブと同じプロ
グラムで真っ直ぐにす

る



後ろのスイッチが入る

１００
１００

坂と判断 飛び出さないようにブレーキ！！

フロントのスイッチが入る １００ １００－３０ －３０

上りきった後少し時間
をおいて通常に戻る

１００ １００



タイムがでるでない理由を明確にする

分からないことは必ず聞く、一人で考え込まない

先輩のヒントは、納得いくまで必ず試す

マシンの不具合やウィークポイントを記録し改善する

失敗の対策方法は必ず全員で共有する

シリコンシートは何周持つのか明確にする

新しい発想や技術には、必ず挑戦してみる

走行の注意



走行会

走行Ｐｒｏｇｒａｍの改善



ﾐｰﾃｨﾝｸﾞ

Micro SD      program
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1.カッティング
シート切り

2.カッティング
シート貼り



岐阜工業高校 デザイン科



約８０ｍ完成



坂道の作成

1.図面作成

2.建設工学科で

加工

3.組み立て

4.設置（常設）





特徴としてマイコンカーがコースアウトしても壊れにくい

コース長約６３ｍ常設

落ちても分かりにくい場合は、ハイスピードカメラで撮影

コースレイアウトを頻繁に変更する。
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大会への取組み方

1. ハプニング対応力の育成

2. トーナメント戦への対応

3. 技術の確認

4. 目的意識の向上

5. 参考・研究



一般の選手や他高校生と交流

経験を積むことで、生
徒のマイコンカーへの取
組み方や見方が変わる。

オープン大会への参加

ＲＭＣＲ２００９

北信越地区大会見学など



部員全員で大会でのハプニングは、必ず予測

起きたハプニングは全て記録し対応を全員で確認

試合は、全てシュミレーションしておく

大会で壊れた部品や箇所は必ず記録し対策を練る

トーナメント戦に慣れて、電池のマネージメントを確実に

見て、聞いて、感じてきたことを帰って必ず試す！

試合へ向けての注意



ＲＭＣＲ２００９大会結果
平成２１年８月２３日秋葉スクエア

項位 氏名 カーネーム タイム 学校名

1位 青柳 公紀 テスター柳 00'23"31 岐阜県立可児工業高等学校

2位 白井 宏幸 最速 00'23"63 香川県立多度津高等学校

3位 小林 弘宣 モスキート 00'24"04 香川県立多度津高等学校

4位 榎本 祐 Ｆａｈｒｅｎｈｅｉｔ 00'24"46 東京都立小金井工業高等学校定時制

5位 福岡 侑司 ガキ 00'25"42 香川県立多度津高等学校

6位 廣町 昴俊 白楊の綾鷹 00'25"72 栃木県立宇都宮白楊高等学校

7位 玉川沙 也夏 白楊の赤い彗星 00'25"89 栃木県立宇都宮白楊高等学校

8位 中島 成貴 鳥兜 00'26"12 長野県駒ヶ根工業高等学校

9位 樋屋 信広 シャドー 00'26"66 長野県駒ヶ根工業高等学校

10位 井戸 弘士 テスターイード 00'28"88 岐阜県立可児工業高等学校

予選完走者

【エントリー台数】49台【完走台数】19台 【完走率】38.8% 

５台参加して

２台完走





東海地区・全国大会成績



東海地区大会
平成２１年11月３日 中部大学アリーナ



東海地区大会結果

項位 氏名 カーネーム タイム 学校名

1位全国大会出場 竹村 洸紀 テスターTAKE 00'12"97 岐阜県立可児工業高等学校

2位全国大会出場 橋爪 優輝 蒼氷 00'12"99 愛知県立小牧工業高等学校

3位全国大会出場 大脇 雅也 テスターＳＨＡＣＫ 00'13"03 岐阜県立可児工業高等学校

4位全国大会出場 中島 雅斗 テスターマサト 00'13"23 岐阜県立可児工業高等学校

5位 井戸 弘士 テスターイド 00'13"75 岐阜県立可児工業高等学校

6位 坪井 大地 テスターエード 00'14"17 岐阜県立可児工業高等学校

7位 青柳 公紀 テスターヤギ 00'14"18 岐阜県立可児工業高等学校

8位全国大会出場 佐々木 優 Guild 00'14"22 愛知県立小牧工業高等学校

9位 細野 項平 テスターホソノ 00'15"30 岐阜県立可児工業高等学校

10位全国大会出場 浦本 裕貴 Type０ 00'15"40 愛知県立瀬戸窯業高等学校

Advanced Classの部 結果 【参加台数】181台【完走台数】60台【コース長】50.59m

項位 氏名 カーネーム タイム 学校名

1位全国大会出場 神谷 侑希 リョザック３ 00'23"50 岐阜県立可児工業高等学校

2位全国大会出場 後藤 悠之 コロシャキ 00'24"77 静岡県立科学技術高等学校

3位全国大会出場 田中 伸 オバマ号 00'24"99 愛知県立瀬戸窯業高等学校

4位 青野 航 MAKK 00'25"00 静岡県立科学技術高等学校

Basic Classの部結果【参加台数】100台【完走台数】35台【コース長】50.59m

８台参加し
７台入賞

１台参加し
１台優勝



Advanced Class

モータ４個

RE16マクソン

ホイルベース

１６５ｍｍ

東海地区５・６位



Advanced Class

モータ６個

RE16マクソン

ホイルベース

１７５ｍｍ

東海地区３位



Basic Class

モータ２個

FUTABA3003

ホイルベース

１６０ｍｍ

東海地区優勝



全国大会 平成２２年１月１０日札幌国際情高校



全国大会 予選

項位 氏名 カーネーム タイム 学校名

1位 三輪 大樹 天頂 00'16"12 熊本県立球磨工業高等学校

2位 大脇 雅也 テスターＳＨＡＣＫ 00'16"16 岐阜県立可児工業高等学校

3位 中島 雅斗 テスターマサト 00'16"28 岐阜県立可児工業高等学校

4位 竹村 洸紀 テスターＴＡＫＥ 00'16"29 岐阜県立可児工業高等学校

5位 平野 司 ベルクート 00'16"53 富山県立大沢野工業高等学校

6位 征矢 昌巳 銀 00'16"54 長野県駒ヶ根工業高等学校

7位 坂田 晃 師刀斧究迅 00'16"69 富山県立大沢野工業高等学校

8位 竹内 悠貴 国士無双 00'16"71 富山県立大沢野工業高等学校

9位 中島 成貴 鳥兜 00'16"85 長野県駒ヶ根工業高等学校

10位 瀧本 圭一 Ｘ１－Ｒ 00'16"88 石川県立工業高等学校

11位 長谷川 優 軌跡 00'16"90 香川県立三豊工業高等学校

12位 合田 直樹 Ｗリンク 00'16"94 香川県立三豊工業高等学校

13位 中林 拓也 スーパーハリケーン 00'17"02 熊本県立御船高等学校

14位 三原 佑木 八咫烏 00'17"10 熊本県立球磨工業高等学校

15位 竹屋 康聖 ＤＡＮＧＥＲＯＵＳ 00'17"32 福岡県立福岡工業高等学校

16位 橋爪 優輝 蒼氷 00'17"41 愛知県立小牧工業高等学校

【参加校】65校【参加台数】109台【完走台数】81台 【完走率】74.3%Advanced Classの部



ジャパンマイコンカーラリー２０１０ 決勝トーナメント



項位 氏名 カーネーム 学校名

優勝 大脇 雅也 テスターＳＨＡＣＫ 岐阜県立可児工業高等学校

準優勝 竹村 洸紀 テスターＴＡＫＥ 岐阜県立可児工業高等学校

3位 竹内 悠貴 国士無双 富山県立大沢野工業高等学校

ベスト8

佐藤 友哉 ＺＸ 熊本県立御船高等学校

三輪 大樹 天頂 熊本県立球磨工業高等学校

平野 司 ベルクート 富山県立大沢野工業高等学校

坂田 晃 師刀斧究迅 富山県立大沢野工業高等学校

野原 聡一郎 ヒヤリハット 石川県立工業高等学校

ベスト 三輪 大樹
天頂 熊本県立球磨工業高等学校

タイム賞 (16.12秒)

特別賞
中島 雅斗 テスターマサト 岐阜県立可児工業高等学校

征矢 昌巳 銀 長野県駒ヶ根工業高等学校

全国大会 結果

個人成績

Advanced Class の部

全国参加校数 ５８３校、
参加台数３６２９台、の頂
点に立ちました。



東海大会
平均速度（ｍ/ｓ）

全国大会予選
平均速度（ｍ/ｓ）

テスター１０５６ 3.96 3.82

テスタータケ 3.90 3.92

テスターマサト 3.82 3.92

テスターSHACK 3.88 3.95

タイム比較



今回の経験を通して、物作りとは多くの技術と知識、時間そして根
気と努力の積み重ねが無ければ成り立たず、少しでも誤れば完成
させることができても、良い物は出来ないということを身を持って学
ぶことが出来ました。

大会に参加し、自分達の日ごろ
の努力を全力でぶつけてきました。

プログラムや車体の設計の理解
にも多くの時間を費やしました。

生徒の感想



車体・基板のさらなる軽量化

新しい回路の追加

新しい機構へ挑戦

後輩へ技術の伝承

Etc・・・

＊改善点＊課 題

車体設計や基板設計、
車体製作等で設計にかな
りの時間を費やしました。
今後は、時間をかけずに
ミスが絶対に無いように後
輩達に技術を伝えていき
たい。

今後の課題・改善点

Ｅｎｄ



マイコンカーのコンセプト・構成

その他・・

基板の設計・製作

車体・タイヤの設計・製作

コース・坂の製作

大会への取組み方と成績

制御方法・走行会

目 次

Ｅｎｄ



その他

ＣＡＴＶの取材

好きなのはカニダー

CCN八百津

地域へ情報発信

ラジオ出演

岐阜放送ラジオ



保護者の協力キャンプ

岐阜県加茂
郡東白川村

ろばた焼き

ゆう太

（0574）

72-2755



みんなで材
料を持ち
寄って料理
をよくします

チームワークの育成



終わり


